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前
項
の
規
定
に
よ
り
立
入
検
査
を
す
る
職
員
は
、
そ
の
身
分
を
示
す
証
明
書
を
携
帯
し
、
関
係
者
に
提
示
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
権
限
は
、
犯
罪
捜
査
の
た
め
に
認
め
ら
れ
た
も
の
と
解
釈
し
て
は
な
ら
な
い
。

第
十
八
条
第
一
項
中
「
第
二
十
三
項
」
を
「
第
二
十
五
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
第
六
条
の
三
第
一
項
第
一

号
」
を
「
第
六
条
の
四
第
一
項
第
一
号
」
に
、「
第
十
二
項
」
を
「
第
十
四
項
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
を
次
の
よ
う
に

改
め
る
。

４

国
の
機
関
の
長
等
は
、
第
二
項
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
の
通
知
に
係
る
建
築
物
の
計
画
が
特
定
構
造
計
算
基
準

又
は
特
定
増
改
築
構
造
計
算
基
準
に
適
合
す
る
か
ど
う
か
の
前
項
に
規
定
す
る
審
査
を
要
す
る
も
の
で
あ
る
と
き

は
、
当
該
建
築
物
の
計
画
を
都
道
府
県
知
事
に
通
知
し
、
構
造
計
算
適
合
性
判
定
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た

だ
し
、
当
該
建
築
物
の
計
画
が
特
定
構
造
計
算
基
準
（
第
二
十
条
第
一
項
第
二
号
イ
の
政
令
で
定
め
る
基
準
に
従
つ

た
構
造
計
算
で
同
号
イ
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
る
も
の
に
よ
つ
て
確
か
め
ら
れ
る
安
全
性
を
有
す
る
こ
と
に
係
る
部

分
の
う
ち
前
項
に
規
定
す
る
審
査
が
比
較
的
容
易
に
で
き
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
に
限
る
。）又
は
特
定

増
改
築
構
造
計
算
基
準
（
同
項
に
規
定
す
る
審
査
が
比
較
的
容
易
に
で
き
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
に
限

る
。）に
適
合
す
る
か
ど
う
か
を
第
六
条
の
三
第
一
項
た
だ
し
書
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
要
件
を
備
え
る
者
で
あ

る
建
築
主
事
が
前
項
に
規
定
す
る
審
査
を
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
十
八
条
第
五
項
中
「
都
道
府
県
知
事
は
、」の
下
に
「
前
項
の
通
知
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
通
知
に
係
る

建
築
物
の
計
画
が
建
築
基
準
関
係
規
定
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
」
を
加
え
、「
か
ら
前
項
の
構
造
計
算

適
合
性
判
定
を
求
め
ら
れ
た
場
合
に
お
い
て
は
」
を
「
が
第
三
項
に
規
定
す
る
審
査
を
す
る
と
き
は
」
に
改
め
、「
を
当

該
」
の
下
に
「
通
知
に
係
る
」
を
加
え
、
同
条
第
七
項
中
「
の
構
造
計
算
適
合
性
判
定
を
求
め
ら
れ
た
」
を
「
の
通
知

を
受
け
た
」
に
、「
当
該
構
造
計
算
適
合
性
判
定
を
求
め
ら
れ
た
」
を
「
そ
の
通
知
を
受
け
た
」
に
、「
そ
の
結
果
を
記
載

し
た
通
知
書
を
建
築
主
事
」
を
「
、
当
該
通
知
に
係
る
構
造
計
算
適
合
性
判
定
の
結
果
を
記
載
し
た
通
知
書
を
当
該
通

知
を
し
た
国
の
機
関
の
長
等
」
に
改
め
、
同
条
第
八
項
中
「
第
二
十
条
第
二
号
イ
の
構
造
計
算
が
」
を
「
第
四
項
の
通

知
に
係
る
建
築
物
の
計
画
が
特
定
構
造
計
算
基
準
（
第
二
十
条
第
一
項
第
二
号
イ
の
政
令
で
定
め
る
基
準
に
従
つ
た
構

造
計
算
で
」
に
、「
よ
り
適
正
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
」
を
「
よ
る
も
の
に
よ
つ
て
確
か
め
ら
れ
る
安
全
性
を
有
す
る

こ
と
に
係
る
部
分
に
限
る
。）に
適
合
す
る
」
に
、「
、
同
項
の
期
間
内
に
建
築
主
事
」
を
「
、
前
項
の
期
間
内
に
当
該
通

知
を
し
た
国
の
機
関
の
長
等
」
に
、「
建
築
主
事
に
交
付
し
な
け
れ
ば
」
を
「
当
該
通
知
を
し
た
国
の
機
関
の
長
等
に
交

付
し
な
け
れ
ば
」
に
改
め
、
同
条
第
九
項
及
び
第
十
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

９

都
道
府
県
知
事
は
、
第
七
項
の
場
合
に
お
い
て
、
第
四
項
の
通
知
の
記
載
に
よ
つ
て
は
当
該
建
築
物
の
計
画
が
特

定
構
造
計
算
基
準
又
は
特
定
増
改
築
構
造
計
算
基
準
に
適
合
す
る
か
ど
う
か
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
正
当
な

理
由
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
旨
及
び
そ
の
理
由
を
記
載
し
た
通
知
書
を
第
七
項
の
期
間
（
前
項
の
規
定
に
よ
り
第
七

項
の
期
間
を
延
長
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
延
長
後
の
期
間
）
内
に
当
該
通
知
を
し
た
国
の
機
関
の
長
等
に
交

付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

10

国
の
機
関
の
長
等
は
、
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
の
通
知
書
の
交
付
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
通
知
書

が
適
合
判
定
通
知
書
で
あ
る
と
き
は
、
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
審
査
を
す
る
建
築
主
事
に
、
当
該
適
合
判
定
通
知
書

又
は
そ
の
写
し
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
建
築
物
の
計
画
に
係
る
第
十
四
項
の
通
知
書
の
交

付
を
受
け
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
十
八
条
第
二
十
三
項
を
同
条
第
二
十
五
項
と
し
、
同
条
第
二
十
二
項
中
「
第
十
六
項
」
を
「
第
十
八
項
」に
改
め
、

同
項
第
一
号
中「（
第
十
四
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
が
あ
つ
た
後
に
お
い
て
は
、
建
築
主
事
）」を
削
り
、「
認
め
て
仮
使
用

の
承
認
を
し
た
」
を
「
認
め
た
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
第
十
四
項
」
を
「
第
十
六
項
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項

第
三
号
と
し
、
同
項
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

建
築
主
事
が
、
安
全
上
、
防
火
上
及
び
避
難
上
支
障
が
な
い
も
の
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
適

合
し
て
い
る
こ
と
を
認
め
た
と
き
。

第
十
八
条
第
二
十
二
項
を
同
条
第
二
十
四
項
と
し
、
同
条
第
二
十
一
項
中
「
第
十
八
項
」
を
「
第
二
十
項
」
に
、「
第

十
五
項
」
を
「
第
十
七
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
十
三
項
と
し
、
同
条
中
第
二
十
項
を
第
二
十
二
項
と
し
、
第

十
六
項
か
ら
第
十
九
項
ま
で
を
二
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
条
第
十
五
項
中
「
第
六
条
の
三
第
一
項
」
を
「
第
六
条
の
四

第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
七
項
と
し
、
同
条
中
第
十
四
項
を
第
十
六
項
と
し
、
第
十
三
項
を
第
十
五
項
と

し
、
第
十
二
項
を
第
十
四
項
と
し
、
同
条
第
十
一
項
中
「
第
二
十
条
第
二
号
に
定
め
る
基
準
（
同
号
イ
」
を
「
特
定
構

造
計
算
基
準
（
第
二
十
条
第
一
項
第
二
号
イ
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
三
項
と
し
、
同
条
第
十
項
の
次
に
次
の
二

項
を
加
え
る
。

11

国
の
機
関
の
長
等
は
、
前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
第
三
項
の
期
間
（
第
十
三
項
の
規
定
に
よ
り
第
三
項
の
期
間
が

延
長
さ
れ
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
延
長
後
の
期
間
）
の
末
日
の
三
日
前
ま
で
に
、
前
項
の
適
合
判
定
通
知
書
又

は
そ
の
写
し
を
当
該
建
築
主
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

12

建
築
主
事
は
、
第
三
項
の
場
合
に
お
い
て
、
第
二
項
の
通
知
に
係
る
建
築
物
の
計
画
が
第
四
項
の
構
造
計
算
適
合

性
判
定
を
要
す
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
通
知
を
し
た
国
の
機
関
の
長
等
か
ら
第
十
項
の
適
合
判
定
通
知
書
又

は
そ
の
写
し
の
提
出
を
受
け
た
場
合
に
限
り
、
第
三
項
の
確
認
済
証
を
交
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
八
条
の
二
第
一
項
中
「
に
よ
り
」
の
下
に
「
国
土
交
通
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
が
」
を
加
え
、「
第
六
条
第
五

項
、
第
六
条
の
二
第
三
項
」
を
「
第
六
条
の
三
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
第
六
条
第
五
項
及
び
第
七
項
か

ら
第
九
項
ま
で
、
第
六
条
の
二
第
三
項
か
ら
第
六
項
ま
で
」
を「
第
六
条
の
三
第
一
項
及
び
第
三
項
か
ら
第
六
項
ま
で
」

に
、「
第
八
項
」
を
「
第
九
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
」
を
「
第
一
項
」
に
改

め
、「
に
よ
る
指
定
を
」
の
下
に
「
受
け
た
者
に
構
造
計
算
適
合
性
判
定
の
全
部
又
は
一
部
を
行
わ
せ
る
こ
と
と
」
を
加

え
、「
指
定
を
受
け
た
者
が
行
う
構
造
計
算
適
合
性
判
定
」
を
「
構
造
計
算
適
合
性
判
定
の
全
部
又
は
一
部
」
に
改
め
、

同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
は
、
二
以
上
の
都
道
府
県
の
区
域
に
お
い
て
同
項
の
規
定
に
よ
る
構
造
計
算
適
合
性
判

定
の
業
務
を
行
お
う
と
す
る
者
を
指
定
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
国
土
交
通
大
臣
が
、
一
の
都
道
府
県
の
区
域
に
お
い

て
同
項
の
規
定
に
よ
る
構
造
計
算
適
合
性
判
定
の
業
務
を
行
お
う
と
す
る
者
を
指
定
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
都
道
府

県
知
事
が
す
る
も
の
と
す
る
。

第
十
八
条
の
三
第
一
項
中
「
第
六
条
第
五
項
、
第
六
条
の
二
第
三
項
」
を
「
第
六
条
の
三
第
一
項
」
に
、「
第
十
八
条

第
十
五
項
」
を
「
第
十
八
条
第
十
七
項
」
に
、「
第
十
八
条
第
十
八
項
」
を
「
第
十
八
条
第
二
十
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

前
項
に
規
定
す
る
基
準
の
適
用
上
一
の
建
築
物
で
あ
つ
て
も
別
の
建
築
物
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
部
分
と
し
て

政
令
で
定
め
る
部
分
が
二
以
上
あ
る
建
築
物
の
当
該
建
築
物
の
部
分
は
、
同
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
そ
れ

ぞ
れ
別
の
建
築
物
と
み
な
す
。

第
二
十
一
条
の
見
出
し
中
「
主
要
構
造
部
」
を
「
主
要
構
造
部
等
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
二
条
第
九
号
の

二
イ
に
掲
げ
る
基
準
」
を
「
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

第
二
条
第
九
号
の
二
イ
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

壁
、
柱
、
床
そ
の
他
の
建
築
物
の
部
分
又
は
防
火
戸
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る
防
火
設
備
（
以
下
こ
の
号
に
お

い
て
「
壁
等
」
と
い
う
。）の
う
ち
、
通
常
の
火
災
に
よ
る
延
焼
を
防
止
す
る
た
め
に
当
該
壁
等
に
必
要
と
さ
れ
る

性
能
に
関
し
て
政
令
で
定
め
る
技
術
的
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
た
構
造
方
法
を
用
い

る
も
の
又
は
国
土
交
通
大
臣
の
認
定
を
受
け
た
も
の
に
よ
つ
て
有
効
に
区
画
し
、
か
つ
、
各
区
画
の
床
面
積
の
合

計
を
そ
れ
ぞ
れ
三
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
内
と
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

第
二
十
七
条
の
見
出
し
中
「
耐
火
建
築
物
又
は
準
耐
火
建
築
物
」
を
「
耐
火
建
築
物
等
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
各

号
列
記
以
外
の
部
分
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
特
殊
建
築
物
は
、
そ
の
主
要
構
造
部
を
当
該
特
殊
建
築
物
に
存
す
る
者
の
全

て
が
当
該
特
殊
建
築
物
か
ら
地
上
ま
で
の
避
難
を
終
了
す
る
ま
で
の
間
通
常
の
火
災
に
よ
る
建
築
物
の
倒
壊
及
び
延

焼
を
防
止
す
る
た
め
に
主
要
構
造
部
に
必
要
と
さ
れ
る
性
能
に
関
し
て
政
令
で
定
め
る
技
術
的
基
準
に
適
合
す
る
も

の
で
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
た
構
造
方
法
を
用
い
る
も
の
又
は
国
土
交
通
大
臣
の
認
定
を
受
け
た
も
の
と
し
、
か

つ
、
そ
の
外
壁
の
開
口
部
で
あ
つ
て
建
築
物
の
他
の
部
分
か
ら
当
該
開
口
部
へ
延
焼
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
と
し

て
政
令
で
定
め
る
も
の
に
、
防
火
戸
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る
防
火
設
備
（
そ
の
構
造
が
遮
炎
性
能
に
関
し
て
政
令

で
定
め
る
技
術
的
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
た
構
造
方
法
を
用
い
る
も
の
又
は
国
土
交
通

大
臣
の
認
定
を
受
け
た
も
の
に
限
る
。）を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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